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ご使巧になる前に、必すこの取扱説明書をよ 
く読んで、正しく使用しでください。 

まちか> った取り扱いは思わめ事故やが障の原 
因となります。 

お読みになった後ち取扱説明書は「保証書 J • 

「工事説明書」となに必す保管しでください。 
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1 •轨こ綿しでいただきたいことほミのために必ずお守りくださし、) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安をに正しくお使いいただき、あなたや他の人々へのち害や 
財産への損害を未然に防止するために、いろいろな給表示をしでいます。その表示と意巧は次のよラになっ 
でいます。巧客をよく理解しでから本文をお読みください。 

A 敌 とヒこの表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人が'死じ、重傷を負ラ巧能性、または乂災の 

言 口 


A ま 


可能性か f 想定される内容を示しでいます。 

ち この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人が'傷害を負ラ可能性や物的損害の発を力す想 


定される内容を示しでいます。 


絵表71^の例 


A 


么記号はま意を促す内容びあることを告げるちのです。 

図の中に具化のなま意内容(左図の場台は一般のなま意)力< 描かれでいます。 

( S ) 記号は禁止の巧為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止の客(ち図の場合はガソリン禁止)び描かれでいます。 

〇記看は巧為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具が的な指示内容（を図の場含は電源プラグをコンたントから巧いでください) 
が描かれでいます。 


警告 ( WARNING ) 

•ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高いミ由は、絶対に使用しないでください。乂災の原因になります。 


•煙突外れを険 , 

煙突び外れたまま使用しないでください。 fi 

外れでいると運転中に排ガスび室内にちれで、危険です。 ぶ 

り • 

重 

。 Q 

•煙突閱そくを険 

煙突が'つまったり、ふさがれたままで使用しないでください。 /U 

閱そくしでいると運較中に排ガスが'室内にちれで、危険です。 （ づ 

含 

. 0 

•巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 Jtf 

巧類び落下しで乂びつき、乂災の原因になります。 

豎 （ S) 

•スプレー吿厳禁 ぶ / C'N 

スプレー定や力たットこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放 ぶ ’*1 お 1 f 1 Xi 

置しないでください。熱で定の库力び上びり、爆発し、危険です。 

♦お温やけどにま意 . 

長時間皮廣の同じ場所に触れないでください。 

比較の低い温度でち低温やけどや脱水症がの原因となります。 

b 

ゎ A 



注意 ( CAUTION ) 

•カーテン、可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいちのをおづけないでください。乂災が発をするおそれびあります。 
巧燃物との離隔距離についでは標準据え巧け図例 （2 3ページ）を参照しでください。 

Mf 

^0 

♦給油時消义 - 

給ミをは、必す消乂しでからおこなつでください。乂災のおそれが'あります。 1 

i 

M 

苗 Q 

参 油漏れ確認 (^^1， 

'ぶタンク-ゴム製送油管-接含部および機器などからの灯油漏れがないことを コム 製 送ぶ 菅 

確認の上ご使用ください。な'油び漏れでいると乂災のおそれびあります。 ^ノ^ 

lO 

♦異常時使用禁止 勺 

巧 一 異常を感じたときは使用しないでください。異常燃焼のおそれびあります。 f 一 

W ) 0 

























•特に注意しでいただきたいことほをのために必すお守りください) 


么ま意 ( CAUTION ) 

•高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部、煙突、枠上部にまなどふれないでください。 
やけどのおそれ力すあります。 



♦やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接触によっでやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 

機 

:0 

♦分解修理の禁止 

故障、破損したら、使用しないでください。 

不完をな修理は、危険です。 



• fl 要をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の故障や、 

やけどのおそれが'あります。機器の上になびんやかを入れたちのなどを 
置かないでください。かび力、かると漏電や故障のおそれ力ずあります。 


0 

♦改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。 

また、ストーフ''や煙突には床暖房用の熱交換器などを取り巧けないでください。 
乂がやがガスが'室内にちれる原因となり危模です。 


0 

♦換気扇使用禁止 

ストーブを使用しでいる同室ので換気扇を使用しないでください。立 
消えしで爆発燃焼するおそれか> あります。 

また、換気□-給気□は常に確保し、物などでふさが'ないでください。 



JL @ 

師 
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♦ ドラフトレギュレータの取り付け 

煙突の引き（ドラフト）び強いと燃焼不良び発生します。次の煙突設 
置の場合は必す、ダブルドラフトレギュレータ（別売品 DR-1) を取り 
がけでください。 

-集ち煙突に接続する場合-標準ブま必上に立ち上びりび高い場ち 
-風び強くで炎び洗むよラな場ち 


ドラフトレギユレータ 




〇 


♦電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を如えたり、物をのせたりしないでください。 .>1^ 

また、電源プラグを巧くときは、コードを持って引き巧かないでください。 今/、 

义ぶや感電の原因になります。 


0 

•電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンじントに根元まで確実に差しこんでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンじントは使用しないでください。乂災の原因 
になります。めれたまでの抜き差しはしないでください。感電の原因になります。 

Jr お 

〇 

•長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期間使用しないとき又は保管ずるときは、必す電源プラヴをコン忆ント 
力\ら巧いでください。乂災や予想しない事故の原因となります。 



を 

♦電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを巧き、ほこり及び金属物を除ましでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり乂災の原因になります。 



〇 

♦に r 油の保管 

な油は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰光を避けた場所に保管しで 
ください。ガソリンなどといっしよに保管しないでください。 

誤っで使用すると異常燃焼や乂災のおそれが'あります。 



〇 

♦変質'打油禁止 

変質な油、不純な油（ミ号れたな油、かの混じっているな油など）を使用しないでください。 

異常燃焼や故障のおそれか t あります。 


0 






























•特に注意しでいただきたいことほきのために必ずお守りください) 


么ま意 ( CAUTION ) 

参シスターンの水位に江意 

循環水は少しすつ蒸発します。 

1ヶ月に1回程度は、シスターンタンクの水位が'規定か位にあることを確 
認し、不足しでいる場含は補巧液を補給しでください。 

上限水位が上は、入れないよラミ主意しでください。 

床暖パネルを接続しない場含は、循環かは不要です。 

C^m 

下(位 

〇 

•カーぺットのはびれにミ主意 

カーぺットが'すれたりめくれたまま使用しないでください。 

床パネルに直接触れるとやけどのおそれびあります。 

が 

夕 

W 

A 

♦循環液（循環水-不凍液）の保管にを意 

幼巧のをの届力、ない所に保管しでください。 

巧一、飲んだ場含には化かせで、医師の診断を受けでください。 

/| 

編 

整 

〇 



♦初めてお使いになるとをのミ主意 

ネリめでお使いになるときは、耐熱塞料などび焼きがくまで煙と臭いび出ます。しばらくの間、窓を 
あけで部屋の換気をおこなつでください。 

また、ル鳥やル動物などに影響する場合か t 考えられますので、この間は部屋に入れないでください。 

〇 


お願い ( NOTICE ) 

♦機器を廃棄ずるとをの注意 

ストーフ''を廃棄処分するとさは、定'油面器のな油を 
抜きとっでください。 （15 ぺージ） 

な油を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わ 
め事故になるおそれか> あります。 

♦な油の廃棄 

な油の廃棄処分は、な'油をお買い求めになった販売 
店にご相談ください。 


2 •使用する場所 


ストーフ''を安をに使用するためには、場所の選定が'大のです。 



ままに使用するために 


0 

0 


•マントルピースなどには据え巧けないでください。 

参標高び1000 m を超える高地では使用しないでください。 
(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。) 


効果的に使用ずるために 


♦ち気の入ってくるち向、例えば窓側などに置くと、冷気びストーブ 
で暖められで巧流しますので、効果的です。 

出入□など人の通るところは、/ぶつかると危険ですので避けでく 
ださい。 

♦部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を似びけましょラ。 

ストーブの前面に障害物びあると、部屋の温度にむらができるばかりでなく、ふく射熱によってストーブ本体の温度 

使用場所には十分ま意しで効果のに使用しでください。 

参ストーブの前は、反射板からのふく射熱びでますので、床暖パネルとの距離を考慮しでください。 

•温水配管の長さび短くなるよラな位置にストーブを設置しでください。 

















































3 •各部の名称 


正 面 


上面板 
前面力'ード 

巧ラス円筒 


前板 
調節脚 


置台 





煙突接続 □ 


上面ガード 


とつで 


表示部 


定な面器リたットボタン 


本体固定盡具 

操作部 

(オーブンポケット） 


背 面 


つアンカノ\— 

か平器 

つアンフィルター 

ルームサーモ 
燃焼巧送風機（巧部) 
風 墨 制限板（內部） 
u ム管 □ 

電源コード 



熱交サーモ（巧部) 
エアー巧きバルブ（内部) 
アクチユエータ（内部) 
(リニアダンパー) 

か位計 
温か往ぎ □ 


温か戻 0 D 




構造図 


観図 


i m 























































































































3 •各部の各称 



オープンポケツト內操作部のさ称と働き 


■オープンポケットの開閉 

•オープンポケットを輕く巧しこむと、ゆっくり出できます。操作後輕く巧しちどすと□ックしで止まります。 
操作するとき外は、閉じでご使用ください。^ 

■操作音についで 

•操作ボタンを巧すとピッと音びします。 

•誤操作をするとピッ音び2回します。 






















































































































































































4 .使用前の華備 



燃料は必ず巧油 （ JIS 1 号な巧）を使用しでください。 


• 0^警告 I ガソリンなど擇発性の高い油は、乂災の原因になりますので絕巧に使用し 
ないで < ださい。 

注意 1変質なミを、ミ号れたなミを、かの混じっているな油などは、絶対に使用しない 
で < ださい。 

• 注意1巧油は、必す乂気-雨水•ごみ-高温及び、直射曰がを避けた場所に保管 
してください。 




■給油の隐の手順と注意 

•送油バルブを閱じで給油□ふたをはすし市販の給油器具で巧油を給油しでください。 

油量計の針び「満」をさしたら給油をやめでください。 

•給油□ふたを必すちとどおりに締めでください。 

•給油の際に、水、ごみなどを入れないよう特にを意しでください。 


■給油□ふたは、お実に締めでください。 

■こぼれた巧油はよくふきとつてください。 

■燃料のれのを意と空気巧ぎの方法 

巧タンクを空にしないよラに注意しでください。 

油タンクを一旦空にしますと、送ミを経路内に空気びたまり、正常に送油びできなくなることびあります。このよラな場 
合には次の順唐で空気抜きをしでください。 

1. 油タンクに給油します。 

2. ストーブのゴム管□から、ゴム製送油管をはすします。 

3. ゴム製送油管からミ由び連続しで流れ出ることを確かめでからゴム製送油管をちとど 
おりにストーブに取り巧けます。（油びこぼれないように容器を用意しでください。） 




運乾開始前の華備とお認 


■安を装置の它ット、取扱上の注意 



リじツトボタン 



定油面器のじット 

のめで使用するときや、シーズンネリめには、ス I ーブち側面のな巧の中に指を入れ、 
定'油面器 U じットボタン（巧色）を輕く巧し下げでください。 

•リたットボタンは据え巧け時や、シーズンネリめに操作します。定油面器に強い 
衝撃を与えたり異常びあったとき必外は、特に操作する必要はありません。 

巧 一、 点乂操作後4〜5分しでち着乂しなかったり、着乂後2〜3分で消乂し 
でしまラ場さは、リじットボタンを巧しでください。 

(まを巧びはすれ、巧油びスムーズに流れます。） 


G ご:^主®リじットボタンを巧す際は、スペーサをはずしで巧さないでください。 

また、5秒な上巧し続けたり、何回ち巧し下げたりなど乱暴に取り扱ねないでくださし、。 
定'油面器より油びあふれ出たり、ホ乂などの異常燃焼の原因となる場ちびあります。 


■送油経路の油ちれの巧認 

•油タンクや送油管の接合部などからミ由ちれびないかどうか確認しでくださし、。 





















4 •使用前の準備 


運乾開始前の準備と確認 


■電気配線のお認 

♦ IA ミち意]電源プラグをコンたントに巧の根元まで確実に養しこんでください。 

参電源コードカす煙突などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

忆ミ主意 I 電源プラグ-コードの発熱-発义を荫ぐために… 

参電源は必す適正配線された単相1 00 V コンたントを使用しでください。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用-他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 


■接化(アース)のお認 

•工事説明書にしたびい、接地（アース）びとられでいるかどラか確認しでください。 

■点义の要おとを意 
巧お切換スイッチの它ット 

ストーブ'単独で運転する場含は「ストーブ単独 J に、ストーブ床暖房運転をおこなラ場ちは「ストーブ'床暖房」に、床 
暖切換スイッチをたットしでください。床暖の換スイッチのじットは運輯開始前(こおこなつでください。 

参ストーフ''床暖房で運転する場台 •ストーフ'単独で運輯する場合 




お環化のか位確認 



下限 


• ストーブを側面の水位計で、シスターンタンクの規定が位（上 

限が位と下限水位の間）まで循環水（コロナ巧暖房用循環液）び入ってい 
ることをぉ認してください。循環水び入っている場さは黄をになります。 
循環水は上限が上入れないよラ注意しでください。 

水位び下限が下の場をは、床暖房専巧補巧液を入れてください。 


温が配管の 化ちれのお認 

参ストーブ内部や温水配管接含部から水ちれびないか確認しでください。 

•床暖パネルの温水配管の途中にバルブを取り巧けた場合は、必すバルブび開いでいることを確認しでください。 

■運耗かに巧暖切換スイッチを操作した場含のを意 

むやみに、ストーフ'単独^ス1-ーフ''床暖房にのりかえないでください。循環がのつまりの原因になります。 

♦ I ストーブ単独ーストーブ床喔 W ] ••自動のに一旦消乂しで、約15〜20分後に再点乂し、ストーフ''床暖房運転を開始します。 
そのとき、「ジユー」といラ循環がの蒸発音び発をすることびありますび異常ではありません。なお、熱交サーモの 
状態によっては、再点乂後ちストーブ単独のままの場合びあります。この場合は運転スイッチを一旦「の」にし、ち 
却したあと（表示ランプ類消な後）4〜5分経過したあとに、「入 J にしでください。 

♦ I ストーブ床暖房ーストーブ單骚] …運乾はそのまま継続します。しばらくしで「ジユー J といラ循環水の蒸発音びし 
ますが'異常ではありません。 

































































5 .使用方法（使い方) 


が巧に応じ 


さい。 



2. 才ープンポケット内の床暖の換スイッチを「ストーフ''床暖房 J にをねせ 
でください。 

3. 運輯スイッチを巧しで「入」にしでください。 

自動のに次のよラに運転（予備燃焼•本燃焼）します。（ストーブ乂力 
調節「手動 J (微少〜大）の場合は設定室温の表示はありません。） 


※予備燃焼後、しばらくの間、乂力は大きくなります。 


1 . 時刻表示わ 《 現在時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. オープンポケット巧の床暖の換スイッチを「ストーブ単独 J に合わせで 
ください。 

3. 運乾スイッチを押しで「入」にしでください。 

自動のに、なのよラに運転（そ備燃焼•本燃焼）します。（ストーブ乂 
の調節「手動」（微少〜大）の場含は設定き温の表示はありません。） 


設定床温 

ほ . 奋 
(§"QlpQ 〇 〇 0) 


時計，タイフー 


設定室温 


年お 
すを 


吕••曰己 P し! 


で • 運爵 


〇タイ 7— 


〇た-フ運を 


Crystal Digital Display 


運を 

* 入•田 JL 



※そ備燃焼後、しばらくの間、乂力は大きくなります。 
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-運おフンブ点な 

9 

-設定室湿表示点灯 

S 

- 設定床磊表示ランプ点打 

12 

- ル'莊屋流出 

分 

- 燃焼用を風機まわる 

予 

bN m 

- 循巧ポンプ作動 


i 


本 

燃 
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-設定室温と部屋の状巧に応じた 
乂力になる 
-リニアダンパー作苗） 

-設定床温の設定温度になるよラ 
に自動现節される 


ストーブ単独運乾 





’運おスイッチを巧す 


運おランプ点灯 
設定室湿表示点な 
ル巧 S 流出 
’燃焼用送風機まわる 



♦才ープンポケット内の乂の調節つまみで「自動運乾」と「手動運振 J び設定できます。 
ご希望の運転方をでご使用ください。 


0^义順房) 

ストーブ乂力調節 r 自動運乾 j の場さ 

•乂力調節つまみを「自動」に含わせでください。設定室温と部屋の: 
た乂力で燃焼します。 

参時計ちせは10ペー J ジ「現を時刻の調節方法」を参照して巧つでくだ; 


白動 

寺動乂力調節 



巧かか中 大 


• 

•川"1•■■"■■•■"■ル 


(Qfe 

S _ ) 



らトーブ•床暖切換 I 



時刻表示び現を時刻を表示しでいることを確認しでください。 



ストーブ床暖房運転 


• 設定室温と部屋のが況に応じた 
乂力になる 



設定床温 

時計•タイマー 


設定室温 



. 离 1 f す巧 
\ (00*0000) 1 午獲 

呂 
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♦ 

日日 
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で • 運転 y 
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Crystal Digital Display 







運捉開始（点 W 
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5 .使用方法（使い方) 


運乾開始（点乂) 


■ストーブ'火力調節 r ま動運乾 j の場さ 


参オープンポケット巧の乂力調節つまみを「微少 J から「大」の間のご希望の位 
置に合わせでください。 

表示部の設定室温表示び消え、予備燃焼び終了すると乂力調節つまみの設定乂 
でで燃焼します。ただし、予備燃焼後、約4分間は最大乂力になりません。 


•運乾スイッチを「入」にした時、運転ランプび点なせすにタイマー表示ランプか>点なする場さは、タイマー運転と 
なりますので、タイマー t ットボタンを巧しでタイマー運乾を辭除しでください。 

•燃焼中に運転スイッチを巧しで「消乂 J にしたり、タイマーたットボタンを巧すなどしで約3秒赵上通電を止めま 
すと自動消乂し、燃焼室び冷却しでからでないと再点乂できません。 



自動 

手動乂で調節 





微少ル中 大 




• 

•mm •■■■■■■•■■■■ル 



( 


00 ) 



室温の調節 （ 自動運敵 


オープンポケット内の乂力調節つまみを「自動」に含わせると、ルームサーモによる自動運転となり、設定室温に自動 
調節されます。 

表示部に設定室温 （24 で）び表示されますので次のよラに調節しでください。 



♦室温設定ボタン「高め」を巧すたびに1で上昇します。 

(上限29で） 

• 「低め」を巧すたびに15でまでは1ですつ下がり、15でからはい 
きなり10で （ F 点設定）となります。 

•10で設定の場合はたーブ運乾表示ランプび点なし、じーブ運転と 
なります。 


たーブ運乾 

ストーブ乂力調節「自動 J 運転時に、微少乂力でち室温が'設定室温より上昇する場含、設定室温より約3で上昇すると 
自動のに消义し、設定室温まで下びると点乂動作に入ります。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを 


巧ぎます。 



•室温設定ボタンにより希望の室温設定後、じーフ''運乾ボタンを巧しでく 
ださい。 

t ーブ運転表示ランプび点巧し、じーブ運転となります。 

•じーブ運輯ボタンを再度巧すことにより它ーブ運転表示ランプび消え、 
じーフ''運お解除となります。 

室温設定10で （ F 点設定）で使用中、設定室温を15で1^上に上げる^| 
' v とじーフ''運乾表示ランプび消え、自動のに解除されます。 ノ 


夕 i ブ ] IHgB 


室温設定による自動運転の他に、乂力調節つまみによる手動乂力調節が'巧能です。 

夕のよラにしでください 

•乂力調節つまみを「微少」から「大」の間のご希望の位置にちわせ 
でください。 

表示部の設定室温表示が消えで乂力調節つまみの設定乂力で燃焼し 
ます。 


自動 

を動乂力調節 


微少ル中 大 

• 

•mill •■■■■■■•■■"ル 


00 


■おのが態 

ストーブの据え巧けや煙突の設置条件で、炎は多少変化します。 


•炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色いが（ホ乂）び混じつでち異常ではありません。 

•炎び片燃えなどをする場さは、义力調節つまみをスライドさせで、炎の片燃えのないよラに調節しでください。 












































5 .使用方法（使い方) 


巧おパネルの温度調節 


ス I -ーフ''床暖房運乾の場合、循環かび設定温度になるよラに、自動的に温度調節されます。又、設定床温表示ランプに 
快適マークびついでいます。快適マークは、床暖パネルのカーペット表面をほぼ33〜34で（床暖パネル3置の場含） 
に保つ循環か温度を示します。ご参考にされると便利です。 

1. 特に温度設定しない場合は、自動のに快適マークの位置（設定床温表示 
ランブの3つ目）に設定されランプ表示します。 

2. 床温調節ボタンを巧すと次のよラに床温調節でき設定床温表示ランブち 
移動点のします。 

•「お」……1回巧すたびに設定温度を6で下げ、ランプ表示が'を側 
へ移動。 

•「高」……1回巧すたびに設定温度を6で上ば、ランプ表示か> ち側 
へ移動。 

•床暖の温度調節は、足元（床暖パネルの表面温度）の温度調節のため、 
部屋を体の温度調節ではありません。 

•カーぺットの表面び熱くなりすぎないよラ使用温度には、十分ミ主意しで 
ください。 


運弦停止（消义) 


(消-义1「頃 feO [ X トーブ床暖房運!^にトーブ単独運転 


運輯スイツチを巧しで「の」にしてください。 

運転ランプび消のします。 

燃焼室びち却すると自動のに燃焼用送風機、循環ポンプ（ストーブ床暖 
房運乾のみ）が'停止し、時刻表示な外のすべでのランプが'消なします。 


注意12曰が上家をあけるなど長時間使用しない場さは、運16び完をに停止しでから電源プラグを D ン 
じントから巧いてください。 

参外出のとさは、必す運転を停！]:(消乂）しでください。 

•遷転停止後、燃焼室びち却（ランプ類び消な）するまでは電源プラグを巧かないでください。ちし巧きますと、ガ 
ラス円筒びくちったり、ス I ブの表面温度び上昇します。 




消义後、再点义するとぎのを意 


•燃焼中に誤って電源プラグを巧いたり、運転スイッチを「の J にすると、再点乂安を装置の働きで、ストーブびち却 


されるまで泻点乂できません。 

ただし瞬間のな消乂操作（約3秒必巧）の場含は、そのまま燃焼び継続されます。 
参停電時には、必ず運乾スイッチを「の」じしでください。 


時計-タイマー 



現在時刻の調節方法 


1. オーブンポケット内の時計調節スイッチを「時計含せ」にします。 
はじめで使用するときや、電源プラグを長時間巧いたときは、時刻表示 
は0 : 00を表示します。 

2. 時計調節の「時 J •「分」ボタンを押しで現を時刻を含ねせます。 


例：午前6時15分に合わせる場合 


時 C ( 

争 

〇分 

r 




時計 • タイマー 


午前 

S 

• 

• 

日日 


時〇 

C 

分 

r 

叫 



時計•タイ7— 


午前 



I 弓 


①「時 J ボタンを押しで"午前6 : 0 0" にします。 


③「分 J ボタンを巧しで"午前6 :1 5" にします。 












































































































5 .使用方法（使い方) 


現を時刻の調節ちま 


時言十-タイフー^ 3. 必す時計調節スイッチを「通常」位置にちどしでください。 



参必す時計調節スイッチび「通常」になっていることを確認しでください。 


タイ7—の使用方を 


■運括時刻のさわせ方 

f 時計-タイマー1 


時計； 

通常 

がイマ— 

台せ^ 


含せ 


例：午前6時30分にちわせる場を 


1. 才ープンポケット巧の時計調節スイッチを「タイマー含せ J にします。 

2. 時計調節の「時 J •「分 J ボタンを押しでタイ7—点乂時刻をちわせま 
す。「分」は5分ごとに動きます。 


時 C 


〇分 

、 r 




時計•タイマー 


午前 
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• 

♦ 

日日 


時〇 

C 

?分 

r 

ITU 



時計•タイ 7 — 

午前 

ら 

♦ 

♦ 

EI 0 


① r 時」ボタンを巧しで"午前6 : 0 0" にします。 


③「分 J ボタンを押しで"午前6 : 3 0" にします。 


これでタイマーじツト時刻び記憶されました。 


時計-タイマー 



3. 必す時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどしでください。これで時刻 
表示には現巧時刻か f 表示されます。 


■タイ7—運稳方法 



たトーブ床暖房運輯 1「ストーブを独運乾 

1. 運起スイツチを巧しで「入」にしでください。 

(燃焼中の場含はそのままです。） 

2. 運輯するときのご希望の室温又は、乂力にちわせでください。 

3. 床温調節ボタンで、巧暖温度をご希望の温度に含わせでください。 

(ストーブ床暖房運転のみ） 

4. タイマーじツトボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーじツト時刻び表示され、タイマー表示ランプび点巧 
し、タイマー運転に入ります。 

(この時、燃焼巧送風機び10分間運乾しますび異常ではありません。） 


•タイマーたット時刻になるまでは、時刻表示にタイマーたット時刻び表示され続けます。 
♦運転中にタイマーじットボタンを巧すと、ストーブは自動消乂し、運転を停止します。 

•タイマー運転は、運輯スイッチび「入」になっていないと運転び開始されません。 
•おでかけのときのタイマー点乂は避けでください。 



















































































































.使用方法（使い方) 


■タイ7—運穂の解除 


タィマ rl 巧^ 


時計•タイ7— 


午前 

午を 


© タイ 7— 



•タイマーじツトボタンを巧します。 

タイマー表示ランプび消なし、時刻表示に現在時刻び表示され、 
タイマー運乾か> 解陈されます。 

•このままであれば自動的に運転を開始します。運輯を停止する 
場合は、運転スイッチち「の」にしでください。 


■タイ7—它ット時刻-現巧時刻のお認 


膀計 



現在時刻の確認 


時計-タイマー 


時計> 

通常 

I タイマ- 

含せ^ 


與せ 


タイマーじット時刻の確認 


①時計調節スイッチを「時計含せ」又は「タイ7 
一させ」に合わせます。 

③現を時刻又は、タイマーじット時刻び時刻表示 
に表示されます。 

⑤確認後、時計調節スイッチは、必す「通常」位 
置にちどしでください。 



卜八ーナに巧をためでしまつたとき 


•ポット巧に油力ずたまった場さ、このまま点乂操作をすると異常燃焼したり、点乂不良となります。ボ□巧などでポッ 
卜巧の油を吸いとっでください。 （15 ページ「ポットバーナの掃除 J を参照。） 

ポットバーナに'庙びたまったことに気巧かないで点乂したときは、ポットにたまった'油び燃えつきるまで炎び大きく 
なっで燃焼します。 

このよラなときは、すぐ運転スイッチを「の J にし、たまった油か!^えつきるまでそのままお待ちください。このと 
き電源コードのプラグは抜かないでください。 


•この場さ、巧ラス円筒びすすけることびあります。ストーブびちがしでから燃焼筒ふた、スケルトンをはすしで 
巧ラス円筒を掃除しでください。 

(16 ページ「巧ラス円筒内部の掃除」参照。） 


モニター サインについで 


ストーブにトラフ''ルび'発をすると、トラブル箇所び設定室温表示に記号表示（モニターサイン）されます。 

この場含記言表示の内容を、ストーブ左側面に印刷されたモニターサインー覧表、又は 19〜20ページ 「故障•異常の見 
分け方と処置ち法」をご覧の上、必要な処置をしでください。 


使用上の注意 


•床暖の温度調節は、足元（床暖パネルの表面温度）の温度調節のため、部屋を化の温度調節ではありません。 
カーぺットの表面び熱くなりすぎないよラ使用温度には十分ミ主意しでください。 


循環水の凍結そ肪（循環液のま入) 


寒冷地だけでなく、暖かい地域でち凍結す巧及び腐食ず防のために、必す循環液を入れでください。 

参僱環液は必すコ□ナ床暖房用循環液（別売品）をご使用ください。他の不凍あを使用したり、混ちしたりすると製品 
の寿命び短くなります。 

•循環液は3年を目安に入れ力、えでください。（開封した循環液ち含む） 

本書の「特にま意しでいたださたいこと（ままのため(こ必すお守りください) J の他に、次の項目についでちミ主意しでく 

ださい。 _ _ _ _ 

•上面ガードは、地震などにより巧燃物び落下したときなどに乂災を防止するためのちのです。やむをえす取りはす 
した場含は、必すちとのが態に取りがけでおいてください。 

参クリーニンヴ店、美容院などの化尝薬品を使ラところや温室、飼育きなど、動植物の育成栽巧に使用しないでくだ 
さい。 

参雷が'発をしたとき、雷（誘導雷）により一時的な週電反びかかつでち、過電压巧比装置が'機器を保護するしくみに 
なつでいますび、大きな雷（直撃雷など）の場合は、電子部品を損傷するおそれびありますので、電源プラグをコ 
ンじントから巧いでください。 

























































6 •安全装置 


巧震自動消义装置 


地震（震度約5必上）や強い振動、衝撃を受けた場合、 
自動のに消乂します。 

モニター サイン E 3表示 


地震によって作動した場合、周囲の巧燃物、ストーブ 
の損傷、'ぶちれ、煙突のはすれなど異常びないことを 
確認しでから再度点乂操作をしでください。 


点义安を装置 


異常燃焼を防止するため、点乂ヒータおよび燃焼用送風機に通電される前に、巧'庙び流出しない構造になっています。 


停電まを装置 


停電や電源プラクが巧けたときは自動のに消乂します。 
(1 秒な下の停電の場合は燃焼継続） 


通電後設定室温表示にモニターサイン E 7び表示され 
ます。 

- E 7 の場合で再運転するとさは、時計などのたット 
をしでから、運乾スイッチを再度「入」にしでくだ 
さい。 


7 •その他の装置 


再点义まを装置 


消乂直後、ストーフびち却しないラちに再点乂操作をしでち、燃焼室の温度び一旦冷却しでからでないと燃焼しないよ 
ラになつでいます。 


不着义巧出装置 


着乂不良のため、点乂操作後約20分経過しでちの誓サ 不着乂の原因を取り除き（ポットバーナ巧に油が'たま 

ーモスタットびのり替わらない場合は、運乾を停止し つた場台は取り除き）点乂操作をしでください。 

ます。 

モニター サイン E 2表示 


循環水過昇巧止装置 


循環水が'極端に減少するなどのために、熱交換器出 □ 
温度び95で]^上に上昇すると、自動のにストーブ単独 
運転にのり替えます。 

モニター サイン F 1表示 


•ストーブをいったん消乂しで循環か過昇原因を取り 
除さ、点乂操作をしでください。 

• なおち異常びある場合はお買い求めの販売店にご巧 
談< ださい。 


過電流巧止装置 


内部配線のショートにより過電流び流れたとき、電流 •お買いずめの販売店に修理を依頼しでください。 

ヒューズびのれ、すべでの運輯を停止します。 


燃焼用送風機異常お出装置 


燃焼用送風機の回振数び異常に低下するとストーブの 
運乾を停止します。 

モニター サイン EA 表示 


• 異常低下の原因を取り陈いでから点乂操作をしでく 
ださい。 

• なおち異常びある場合はお買いずめの販売店(こご巧 
談< ださい。 


まをサー5スタ 


ストーブの上面及び側面び固ねれでいるときや、スト 
ーブの前面に障害物などびあつで、ブリント配線お部 
温度が73で於上に上昇すると、白動のに消乂します。 
モニター サイン EO 表示 


•過昇原因を取り除いでから点乂操作をしでくださ 
い。 

• なおち異常びある場含はお買いずめの販売店(こご巧 
談ください。 










8 •曰常の点檢-ま入れ 


点検、手入れのとぎのを意 


点お•手入れは消乂後、ポットパーナびを却しでから、必す電源プラヴをコンたントから巧いで巧つでください。 


松を意 I 電気部品の分解や市販品との交換は絶巧にしないでください。 
電磁ポンプ薑板のボリュームは總巧にさわらないでください。 


点検、ま入れの必要項 S 、 時期、方法 


■周囲の巧燃物（使用ごと） 

•队ま意]スト—ブの周囲は、常に整理•掃除し、燃えやずいちのを置かないで < ださい。 


■ほこり-巧れ（使用ごと） 

•ほこりやちれをそのままにしでおきますと、油びしみたりしで危険です。 
ストーブはいつち清潔にしでご使用ください。 


■巧ちれ-巧のたまり-巧のにじみ（使用ごと） 

•置台-油タンクに'ぶちれ- 'ぶのたまりや油のにじみびないか、ときどき点検してください。 
又、給油の際にこぼれたな油は、よくふきとつでください。 


G •'ぶちれのある場ちは、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


■ゴム製送油管の点お-交換の目安（シ-ズンのネリめ） 

• G ご注意 I ゴム製を®管は、屋 5 ^で使用しないで<ださい。 

屋外での使巧は禁止されています。 

•屋内でゴム製送油管を使用しでいるとさは、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れが'ないか確認し、欠点のあるとさは 
交換しでください。 

交換の目安は、3年に一度です。 


■巧タンク（シーズンのネリめ、適時） 

•油タンク内はかやごみか7•こまりやすいちのです。給'ぶのとさ、点検しでください。 

'油タンク内のか巧き及び掃除は、油タンク巧属の取扱説明書に従って巧つでください。 


■煙突の接続部のゆるみ及ひトツプの周囲（シ-スンのネリめ、適時） 

•煙突の接続部、煙突トツプのはすれびないかを点検しでください。煙突び腐食したり、巧びあいたりしでいると危陵 
ですので新しい物と交換しでください。 

参煙突の近くには燃えやずいちのを置かないでください。 

参煙突内は結露で生じた水滴び凍つでつまると危険です。点乂時に、煙突のつなぎ目やストーブより異常な煙び出たら 
消义して、煙突内部を点検しで<ださい。 


mEB 


















8 •曰常の点檢•ま入れ 


点検、ま入れの必要頂§、時期、ちを 


■定油面器のストレーナの掃除 （適時) 


•定油面器には、ごみを除くためのストレーナが'ついでいます。 

ごみびたまると、なミをの流れを妨げで、十分な乂力び出なくなります。 
次のよラにしでください。 



1 . 油タンクの送油バルブを閉じでください。 

2. ストレーナの掃除□に荷札などの層紙を差し込んで、'ぶガイドを作り、 
その下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでくださ 
い。 

定油面器のちれたな油やごみがま部流れ出ます。 

3. ストレーナを取り出しで、きれいなな'油の中ですすぎミ先いをしでくださ 
し、。（水で洗わないでください。） 


組立でるとさは 

•ストレーナゴムパッキンを忘れめよラにしでください。 

•ストレーナを逆に入れないでください。また、巧位這び必す、ち横に 
なるよラに取り巧けでください。 

•ストレーナの止めねじを、固く締め巧けでください。 

参ミをちれびないか確認しでください。 


■点义 ヒータの 点巧 （シ-スン巧め） 

•点乂ヒータや点乂しんにすすか M す着しまずと、ホ熱か>低下したり、油の吸上げが'悪くなったりしで点乂しにくくなり、 
着乂不良の原因になります。 

点乂ヒータの脱着は入怠に巧ラ必要びありますので、必すお買い求めの販売店に依頼しでください。 


■ポツトバーナの掃除 （適時） 

» r ごま意 I 掃除は、ストーブを消义させ巧分お却しでから、巧ってください。 

熱いが態で巧ラとやけどのおそれびありまず。 

参ポツトバーナにずすびついで炎の形び不揃いになったときや、ポツトバーナの底にすすやカスびたまりすぎで着乂び 
おそくなったとさは、次のよラにしですすを取り除いでください。 

1. 上面ガードをはずしでください。 

2. 燃焼筒ふたをはずしでください。 

3. スケルトンは中ふたに取り巧いでいます。スクルトンをガラス円筒 
にあでないよラにしで、取りはずしでください。 

4. 燃焼リングをまねしで取り出しでください。 


5. ポットバーナ底部の下部整《筒を取り出しでください。 



6. 点乂ヒータ、点义しんをいためないよラに、ポットバーナ巧部のす 
すをドライバーなどでかき落としでから、巧などでふきとってくだ 
さい。 

































8 •曰常の点巧•手入れ 


7.組立での際、燃焼リンブ及び、下部整炎筒は、左図のよラに正しく確 



■反射あ-ガラス円筒の掃な （ 適時) 



• G ご注意 1掃おは、ストーブを消义させな分ちがしでから、巧つ 
でください。 

熱いが態で巧ラとやけどのおそれびありまず。 

•反射板及びガラス円筒にほこりびたまりまずと、反射効率び悪くなる 
ばかりでなく危検ですので、次の要領で適時掃陈をしでほこりを取り 
除いで < ださい。 



1. 前面ガードをち側の固定ばねに個）からはすしを側にまわしでく 
ださい。 

2. ガラス円筒を割らないよラにま意しで、掃除機などでの部のほこり 
をきれいに掃除しでください。 

3. やわらかい巧などで、反射板及びガラス円筒をきれいにおいでくだ 
さい。 

4. 掃除か>終わりましたら、ちとどおりにたツトしでください。 


•前面巧ードは、さちんと取り巧けでください。 


■ガラス円筒巧部の掃除（適時） 

• [5注意 I 掃おは、ストーブを消义させな分ち®しでから、巧ってください。 

熱いが態で巧ラとやけどのおそれびあります。 

参長期間の使用や、巧だまりによる大燃焼の後には巧ラス円筒びすすけることびあります。 

ガラス円筒がすすけで炎び見えにくくなったときは、 15ぺージ 「ポットバーナの掃除」の項にしたびい、スケルト 
ンをはすしでガラス円筒を掃除しでください。 

参ガラス円筒には、水をかけたり、衝撃をちえたりしないよラを意しでください。 

•運乾中にガラスび徐々にすすけた場含は、しばらくの間（約30分間）乂力を大きくすることにより、すすを除去 
することびできます。 


msm 







































































8 •曰常の点檢•ま入れ 


点検、ま入れの必要項目、時期、ちを 


■燃焼用送風機の掃除（巧1回が上) 


参燃焼巧送風機ファンにごみやほこりびたまると、送風力び弱くなり燃焼び悪くなったり、音び大きくなってくること 
びあります。このよラなときには、燃焼用送風機フアンのほこりを取り除いでください。 



ストーフ'後側のファンカバーと風量制限板をはすし、ブラシなどで静か 
にほこりを取り除いでください。 

参掃除が'終わりましたら、ちとどおりに取り巧けでください。 


•燃焼用送風機フアンに力を加えますと、巧りや傾きを生じで、回 
転のときに音び出まずので力を如えめよラにしでください。 


■燃焼用送風機ファンフィルターの掃な（適時） 

参ファンフィルターびごみやほこりで目ブまりすると、燃焼不良の原因になります。次の要領でストーフ'裏面のファン 
フィルタの掃除を巧つでください。 

1. を図の矢印のよラにファンフィルターに力を加えなびら引き出し、ストーブ裏面 
から取りはすしでください。 

2. ブラシなどでフィルターのほこりを取り陈いでください。 

3. 掃除が'終ねりましたら、ちとどおりに取り巧けでください。 


シスターンタンク内の循環水は、少しすつ蒸発しますので、とさどぎ確認し 
で、循環かか>不足しでいる場合は、そのつど規定か位まで床暖房専用補巧'液 
を補給しでください。 

参給水□扉を開さ、床暖房専用補巧おを上限水位まで追如しでください。 
"配管などからの水ちれで補給する場含は、床暖房用循環液を入れでく'^ 
L ださい。 . 


•コ□ナ綿正床暖房用循環液は、凍結予防の他に床暖房に使用される機器（ス I ブ•床暖パネル•配管部品など) 
の防錯効果を目のに作られた循環液で、すでに純水で適正な濃度に調をしでありますので、試運輯時にはこのまま 
ス I -ーブに入れでください。 

♦他な銘巧の防銷剤、不凍お（特に車両用など）を使用したり、混台したりしますと巧鐘効果か*発揮されす機器の耐 
义性びそこなわれたり、粘度びあねずポンプの性能び十分発揮されすに、沸騰しでしまうことびあります。 

参循環減ま、常温では引乂しませんび、如熱されたストーブの上などにかかると着乂することびありますので、取り 
巧いには十分を意しでください。 

参循環液は3をを目安に入れ替えでください。（開封した循環液ち含む） 

参循環液の凍結温度は、一20でに調含されでいます。 

■温が配管のがをれ巧認 (適時) 

参ストーブ'内部や温か配管接続部分からかちれが'ないことを確認しでください。 

■化震などの災害び発をしたとさの点巧についで 

•地震などの災害が'発生し、ストーフ''に振動や衝撃が'如わったとさは、運乾前に必す次の点検を巧ってください。 

-煙突まわりのはすれ、ちれの確認 
-な'ぶ配管からのちれの確認 

点検で異常び見つかった場ちは、お買いずめの販売店に修理を依頼しでください。 


■循環かの補給（適時) 





















































9 .定期点検 


長期間ご使用になりまずと、ストーブ'の点検が'必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに点検を実施しでください。点検のご相談は、お買いあげ店または修理資格 
者〔(財）曰本5油燃焼機器保守協舍 （ TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習含修了者（石油機器按術管理±)など) 
のいる店までお問い含わせください。 


10•部品交換のしかた 


■部品交換のとぎのを意 

^主罰 不完全な修理、調藝は危巧ですので、部品の交換、調碧び必要の場をには、お買いず 
めの販売店又は、修理資巧害〔(財）曰本5油燃焼機器保守協ミでおこなラ技術管巧講碧ミ修3 
含 （5 油機器巧術管理±)など）のいる販売店にご相談ください。 

部品交換はコロナ純正部品とご指定ください。 

r 部品ご入用の際には、コ□ナ製品取巧販売店で必すコロナ純正部品とご指定ください。 

純正部品が外の部品をご使用になりますと、性能カタ十分に発擇されないばかりか、ストーブを損傷したり思わめ事故 
し の原因になります。 


.保管 (長期間使用しない場さ) 


設置したままで保管される場含やしまわれるときは、曰常の点検•手入れの項を参照し、次の 
要領で保管しで < ださい。 


■を入れのしかた 

1. [ A 江意 I 電源プラグを必ず〕ンじントから巧いでください。 

2. 油タンクの巧油は、すっかり出しでください。中に水分やごみ力す残ったままにしでおきますと、油タンクカ 《 腐食す 
る原因になります。 

3. 定ミ由面器のストレーナをはすしで、水分やごみを除さ、定'油面器の中のな油を巧いでください。 

4. フアンフィルターのごみやほこりを取り陈いでください。 

5. 前板をはすしで、掃除機などで内部のほこりを取り陈いでください。 

6. 透装部分は、湿った巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

7. 燃焼室のサビなどが'ある所をペーパーで磨き「補修用の盞料」（別売品）で盞装しでください。 


■保管方法 

1. きれいになったら、乾燥した場所に横倒しにしないでおしまいください。 

2. 床暖の配管を接続したままで保管ずる場台は、上限水位まで補給しでおいでください。 

3. ストーブ内の循環水を巧いで保管する場含は、エアー巧きバルブを開いでおき、エアー巧きバルブ配管内ち乾燥さ 
せでください。 

4. 「取巧説明書」-「工事説明書」は、大切に保管しでください。 


mm 













12 •巧障•異常の見分け方と処置方法 


使巧中に異常びありましたら、な表により原因を調べで処置をしでください。 

原因のわからないときや、処置のむすかしいときは、お買い求めの販売店、又は、お近くのコ□ナお客 


現象 
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点乂ヒータの断線 


• 










点乂ヒータと点乂しんとの位置関係び悪い 


• 










巧震白動消乂装置か f 作動した 



• 









送油バルブか T 省まっている 

• 

参 








• 


U ム製送油管に空気だまりびある 

参 

参 








参 

♦ 

定ミあ面器に水、ごみの目ブまり 

• 

• 








• 

参 

煙突の設置か> 薑準通りでない 












ファンフィルターにほこりびたまった 












煙突工事不適当のため逆風現象びある 

• 











燃焼リングの取巧けが悪い 












煙突のつまり 












煙突の接続部にすきまびある 












油ちれびある 












定油面器（電磁ポンプ）の故障 

• 

参 









• 

切替サーモスタツトの故障 


参 









• 

ブリント配線板の故障 

• 

参 








参 

• 

電流ヒューズび切れでいる 












循環ポンプの不良 








• 




シスターンの循環か不足 








参 




温水配管びつぶれでいる。バルブが閉じでいる 








• 




ァクチュエータの不良（リニァダンバーび開かない） 












ルームサーモリード線びはすれでいる 




参 








停電びあった （ 1 秒总上 -E 7 表示） 





参 







湯温サーミスタリード線びはすれでいる 









• 



燃焼用送風機の故障、端ろびはすれでいる 






• 






ルームサーモ取が位置が悪い 












ストーブの上面及び側面び画われでいる 







• 
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12.» 障•異常の見分け方と処置方法 


様ご相談窓□にご連絡ください。 ※設定き温表示にモニターサインび表示されます。 
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処置ちま 











販売店(こ修理を依頼する 











販売店に修理を依頼する 











点検後、再度点乂操作をする 











開< 











□ r 厶製送油管を振る。山形(こなっている巧は平に直す 











送莊バルブをしめでストレーナをはすし、掃隙する。油タンクの水を巧く 

参 

参 









薑準通りに設置する 

参 

• 









燃焼フアン-フアンフィルターのほこりをブラシなどで掃除する 











煙突の取なけを適正にする 

参 

• 

参 








正しく取りイ寸ける 

• 

• 

• 








煙突を掃除する 




• 







すさまをなくす 




参 







ちれ箇所を締め直す 

参 

• 









販売店に修理を依頼する 











販売店に修理を依頼する 






参 





販売店に修理を依頼する 






• 





販売店に修理を依頼する 







参 

• 

参 


販売店に修理を依頼する 







参 


参 


規定水位まで補巧液を入れる 







参 

• 



温か配管のつぶれを直す。バルブを開く 







参 




販売店に修理を依頼する 











はすれを直す 











設定室温、時刻などを它ットし再度点火操作をする 











はすれを直す 

• 

# 









販売店に修理を依頼する 










参 

適正な位置に取り巧け直す 











原因を取り除く 


mssm 












































13 .仕 



型式の 呼び 

UH -85 HRF (薑本型式 UH -85 GR ) 

種 類 

ポット式-屋巧用-強制通気お-自然な流形-床暖房巧 

点义 方す 

電気点乂す 

使用 燃料 

なミを （ J に1号なミを） 

燃料消費屋 

床暖房運転 

最 大 

1.02 L/h 

最 ル 

0.22しル 

ストーブ單 a 運お 

最 大 

1.005 L/h 

最 ル 

0.198 L/h 

発熱屋 
及び熱効率 

床暖房運転 

最 大 

37,780 kJ/h 熱効率80.1% 

最 ル 

8,150 kJ/h 熱効率81.9% 

ストーブ單 a 運 g 

最 大 

37,230 kJ/h 熱効率69.0% 

最 ル 

7,330 kJ/h 熱効率67.0% 

暖房出力 

床暖房運転 

最 大 

8.41 kW 僱環か董 150 L/h 

最 ル 

1 .86 kW 僱環か麗 100 L/h 

ストーブ単独運 g 

最 大 

7.14 kW 

最 ル 

1.36 kW 

最大床暖房出力（貝 

ミ暖房運起） 

最大燃焼時 2.09 kW 僱環か墨 150 L/h 

熱 巧） を 

最 高 

81.9% (床暖房運転目盛微かのとさ） 

最 低 

67.0% (ストーブ単独運転目盛微かのとき） 

標準適室 

床暖房蓬起 

温暖地 

木造 36.5 m * (22 養）コンクリート 49. 5が （30 畳） 

寒ち地 

木造36.5が （22 畳）コンクリート58.0が （35 置） 

スト-ブ華拽透 6 

温暖地 

木造 29.5 が （18 畳）コンクリート 41.5 m * (25 畳） 

寒ち地 

木造31.5が （19 畳）コンクリート 49.5 が （30 畳） 

本 巧 

[か 容 ■ 

2 L (器具の蔵シスターン上限か位時） 

床暖房用熱交換器の最高使用圧力 

シスターン大気開が 

外形 ブを 

高さ600111 m 幅 748 mm 奥巧 368 mm (置台を含む） 

質 S 

33 k 呂 

覃源！ 

S 氏及び周液数 

100 V 50 HZ /60 HZ 

定巧 

消爱逗で 

床暖房 運転 

点火時 103/108 W • 最大燃焼時 41/47 W 

ストーブ単独運転 

点乂時80/ 82 W • 最大燃焼時 15/16 W 

床パネルの接続面預 

4.5 〜19.5が （3 置〜12畳）（最大燃焼時） 

温水 お 管 接続 □ 

外径ホ8圆ニップル 

煙突の 呼び 径 

0 106 mm (3 寸5分） 

煙突の壁貨通部の孔径 

011 0 mm 

排気温度 

床暖房 達 乾 

330で必下 

ストーブ単独運乾 

450で似下 

電流 ヒユ ーズ 

5 A 

巧を 装置 

巧震白動消乂装置-点乂安全装置-停輩安全装置 

その他の 装 覆 

再点乂安全装置-循環水過昇防止装置-燃焼巧送風機異常検出装置- 
過電流防止装置-不着乂お出装置-安全サーミスタ 

巧属品 

置台1個*パックチューブ 2.5 m • ホースバンド2個-遮熱お1個- 
本体固定を具2個（ねじ2個） • zr ム製送ミを管締付ノ\ンド2個 


備考）-標準適室は、な団ま人-曰本ガス石'油機器工業含の真定薑準によります。 
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■保証についで 

参このコ□ナ5油ストーブには保証書びついでいます。 

保証書は、必す「お買い上げ曰•販売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りください。巧容 
をよくお読みのあと、大切に保管しでください。 

•保証期間はお買い上げ曰から1年間です。 

•次のよラな原因によるが障及び、事がにつきましでは、保証の巧象になりませんのでを意しでください。（詳しく 
は保証書をお読みください。） 

■変質な油や不純な油など、またな'油赵外の燃料使用によるが廣や事故。 

■誤った使用方法による故障や事故。 

■修理を依頼されるときについで 

• 「故障•異常の見分けちと処霞ちを J (19 - 20ページ）にしたびってお調べください。直らないときは、ご使用 
を中止し、必す電源プラグを巧いでから、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いたださたい内容はなの通りです。 

①品名 ③型式の呼び ⑤お買い上げ曰 ④故障のがミ兄（出来るだけ具がのに） 

•修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定にしたびっで、販売店力す修理させでいただきます。 

参保証期間が過ぎでいるときは、修理すれば使用できる場含には、ご希望により有料で修理させでいただきます。 

•ご不明な点や修理に関するご宿談は、お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お 
客様ご相談窓□」にお問いさわせください。 

参修理料金は、巧術料-部品代-出張料などで構成されでいます。 

■補修用性能部品についで 

•竺なは、この製品の補修用性能部品を製造むちのり後、7年保有しでいます。 

参補修巧な能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

■故障-修理の際の連絡先 

♦お買い上げの販売店または、この取扱説明書の囊表紙に記載されでいる「お客様ご相談窓□」にご連絡ください。 
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15 •お无巧け•移設 


可燃物との距離び長くなるよラに設置し 
で < ださい。 

2. 遐熱板を取りがけない場合は、 A 寸法を 
30 cm ]^ 上離しでください。 


据え巧け後のお認 


据えなけび終わりましたら、 ちラー度、 取扱説明書（工事編）の「特に注意しでいたださたいこと（安をのために必す 
お守りください）」をお読みになり、取扱説明書（工事編）に記載されでいるとおり据えがけられでいるかどラかを確 
認しでください。 



据え巧けや移設工事は販売店または、据え巧け業者に依頼し、お客様ご自身では巧わないでください。 


据え巧けについでは、义災そ防条例、電気設備に関する按術薑準などまちの薑準びあります。取扱説明書（工事編）の 
「特にま意しでいたださたいこと（まをのために必すお守りください)」をお読みになり、販売店又は据え付け業害とよ 
くご相談しでください。また、「標準据え巧け例 J についでは、下図を参照しでください。 



/ 煙突の先端から水平距離1 m 必内に建物の薪びある場含は、そ\ 
の軒から 60 cm が上高くすること。 

煙突の先端から1 mm 内に建物の開□部（窓など）かで j ： いこと。 


•※巧ブまは、煙突び本化から 1.8 m を超える場合 
は 15 cm が上。 

•煙突は、固定を具で1 .5 〜 2 m 間隔に固定すること。 
•設置の場含は当該地区の乂災予防条例にしたびつ 
でください。 

•風の強い地域では、必す、ドラフトレギユレータ 
を取り巧けでください。 

•結露水び出る場さには、露受けアダプターを取り 
巧け排出した結露かは、容器に受けでください。 

^結露予防のため、煙突の横引き長さはできるか^ 
L ぎり短く、 2 mm 巧にしでください。 ) 


wmL 
I 45挪^上 
《、20^ 


200 n 
が上、 


I 

150011 

1- 

I 

1—1 

が上 

1 

( —1 


物 

'/////////////////////// く/ 

45011が上《 


A 




(備考） 

1 .A • 巨寸法は、 20 cm 切上、 15 cm 似上 
と示しでいますび、煙突と巧燃物との距 
離 （45 cm 似上）でち規制されます。 


標準据るがけ例 


据え巧け場所の選定及び標準おえ巧け例 


据えがけ-移設工事は販売店に依頼する 




























































15 •据元がけ•移設 


試運転 


試選転は販売店又は据え巧け業者とごいつしょに必す巧つでください。 

■運弦準備 

♦ 松ま意1 電源プラグをコンたントに巧の板元まで確実に塞し这んでください。 

•'ぶタンクに給油し、送油経路の空気抜きをしでください。 

•送油経路やストーブより油ちれびないか確認しでください。 

•配管途中にバルブなどびある場さには、き開にしでください。 

•安を装置をたツトしでください。 

〔定ミ宙面器リじツトボタンのじツト） 

•タイマー運転になつでいませんか。 


■お環おの給が方法 

1 . 給か前にエアー巧きバルフ'力ずを開になつでいることを確認 
しでください。 

(工場出荷時には開いであります。） 

必すを開にしでください。 


2.ス I -ーフ''を側面の水位計で、シスターンタンクの規定水位 
(上限水位）まで循環液（コ□ナ床暖房用循環液）を入れで 
ください。 



3. 操作部の床暖の換スイッチを「ストーブ床暖房 J にじツト 
しでください。 


4. 運乾スイッチを押しで「入 J にしですぐに「の J にしでく 
ださい。 

•この操作で循環ポンプと燃焼用送風機び約8分間運転しま 
す。 

•運乾スイッチび「入」のままですと、点乂することびあり 
ますので、必す「の」にしでください。 



5. 器具の左幫面にある往さと戻り両方の温かジョイントのコ 
ツクを「開 J にしでください。 















































































15 •据を巧け•移設 


試運輯 


6. シスターンタンクの水位び下びり始めますので上限水位ま 
で循環液を給水しでください。 

(シスターンタンクの水位び下がらなくなるまで給水を続 
けでください。） 

•循環おの給水び終了する前に循環ポンプが'停止した場合に 
は、また運乾スイッチを巧しですぐに「の」にしでくださ 
し、。循環ポンプが'再度約 S 分間運転しますので循環かの給 
かを継続でさます。 

•温水配管施工などの関係で、エアー巧きバルブではエアー 
び巧けきらない場合は、なの方法びあります。 

♦ 温か往き□のコックを閱にしで温水配管接続をはすし/ 
コックを開いで循環かを少しすつ流し、エアーを巧く 
\ (循環'おびこぼれないよラに容器を用意しでください。）/ 



7. シスターンタンクの水位び下びらなくなったら循環液の給 
水は終了です。 

エアー巧きバルブを「閱 J にしでください。 

参循環ポンプの運乾音び静かになります。 

8. 温水配管路に、かちれのないことを確認しでください。 

•運起の途中で床暖パネル等にかちれびあった場合は、循 

環ポンプを停止させでください。床暖切換スイッチを 
「ストーブ単独 J にの換えることにより停止させることび 
できます。 


9. 異常のないことを確認したら完了ですので操作部の床暖の 
換スイッチを「ストーブ'単独 J にの換えで循環ボンブを停 
止させでください。 



エアー 巧きバルブ 
閉の時 

咖 

閉の時：溝び縦 


ストーブ•床暖切換 



■運活 

•運転は、ストーブ床暖房運転でおこない、正常に運輯することを確かめでください。 


ストーブ床暖房運乾 

1. 操作部の床暖の換スイッチを「ストーブ'床暖房」にじットしでくださし、。 

2. 運輯スイッチを巧しで「入 J にしでください。 

•ストーブは点乂動作を開始すると同時に、電磁ポンプの空巧ち音（ネリ使 
用時）び数秒しますび異常ではありません。 

• G ご注意 I 巧めてお使いになるとさは、耐熱塞料などび焼けで煙と 
臭いびでます。窓をあけで部屋の換気をしでください。 

•約9〜12分間の予備燃焼び終わると本燃焼にのり替わります。 

3. 湿か配管経路に、がちれのないことを確認しでください。 





























































15 •おえ巧け•移設 


■消义のま順 


ストーブ床暖房運転 



•運転スイッチを押しで「の」にしでください。 

運転ランプび消なします。 

燃焼室び冷却すると自動のに燃焼用送風機、循環ポンプが'停止し、 
時刻表示必外のすべでのランプが'消なします。 


•正窜運乾しない場をは、 19〜20ぺージ 「が障•異常の見分け方と処置ちま J を参照しでください。 
•長期間の保管後、再び設置する場さを「試運転 J の手順にしたびい、試運乾を巧つでください。 


16 •巧案するとさの注意 


参ストーブを廃棄処分するときは、定油面器の巧油を抜き取つでください。 

なミ巧を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わめ事故になるおそれが'あります。 


mssm 
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各ち屋巿お田区桜巧町 16-11 
静岡巿お巧区奋松 2-15-30 
蘇岡巿お巧区窝松 2-15-30 
歧ち巿六を南 2-7-8 
津巿巧茶屋 3-29-38 
沼津巿西惟お 888-1 


東北地区 


巧 巧る 店 
S 森サーピスたンター 
が 田 営業所 
が田サービスたンター 
ノ\ 戸含冀 巧 
八戸サービスたンター 
弘前営業巧 
弘前サービスじンター 
お岡営業巧 
盛岡サービスたンター 
水巧営菜巧 


«巧巿ろお1了目 12-38 
两巧巿ろお1了目 12-38 
串义扭巿泉中巧4 了目 4-1 8 
が西巿外化川=千刈 109-1 
八口巿お巿4 了目 4-7 
八戸市売巧 4 T 目 4-7 
弘前巿旧聞 1-2-1 
弘前巿坦面 1-2-1 
駐岡巿門 2-1-42 
齒岡巿門 2-1-42 

巧州巿かお区水巧工業団地 4 T 目79 


FAX (011)863-3154 
FAX (011)871-2000 
FAX (0138)48-6080 
FAX く01 66)37-2338 
FAX (0155)35-7510 
FAX (0154)24-0451 
FAX (0157)26-2107 


FAX (017)742-8275 
FAX の 17)743-1118 
FAX (018)864-8468 
FAX わ 18)864-5760 
FAX の 178)45-4290 
FAX (0178)71-1344 
FAX の 172)28-0191 
FAX の 172)29—1133 
FAX の 19)622—5244 
FAX (019)604-0283 
FAX の 197)22-4452 

FAX の 22 に 36-8810 
FAX の 22)783—1792 
FAX の 24) が 8—3021 
FAX の 23)642-3254 
FAX の 234)31—0581 


福巧巿博る区東比巧 2-2-40 干81 2-0007 

涵岡巿博多区東比巧 2-2-40 〒81 2-0007 

化九州巿ルを化区愛音 2-6-4 干 gg 3-0828 

鹿巧塞巧田上 7-16-5 〒§90-0034 

熊本巿尾ノ上1 - 11 - 12 〒 862-09 13 

長巧県西彼件都時津巧左属お巧苗 74-1 〒 g §1-2106 

宮巧巿なま 3-59-2 干 880-0032 

大分巿兰佐 1-19-7 〒 870-0108 


TEL(092)474-5771( 代表) 
TEL の 92)474-600 1 ミげ表) 
TElJ093 ミ 592-861 パげ表 ) 
了£し(099た81-132バ代表) 
TEU096)367-7361 くげ表) 
TEU095)882-7710a-\ ； a) 
TEL(0985)29-1 680 的表 ) 
TEL(097)523-5 1 6 パげ表) 


〒〇 30-0946 
〒〇 30-0946 
〒〇 10-0917 
〒〇 10-0802 
〒〇31 -0073 
〒〇31 -0073 
〒〇 36-8086 

〒の 6-8086 

〒〇 20-0823 
干020 -0823 
干 023-0002 

T983-0035 
于 983-0035 
〒963-8033 
X990-2423 
于 998-01 03 


TEL の 17)742— 8255(代表) 
TEU 0 1 7)743-297 1(代表) 
TE し (018)864-5671 (代表) 
TE し (018)864-52 19(代ミ) 
TEL の1 78)24-5289 ミげ表) 
TE し (0178)47-6609( げ表) 
TEL (0172)28—39 10(げ表) 
TE し (0172)26-4770 (代表) 
TE し (019)622-4791 (代表) 
TEL (019)604—0281 (代表) 
TEUOl 97)22-41 55(代表) 

了巳1_(〇22に35-3181(げ表) 
TEL (022)783- 1791(げき) 
TE し (024)9:38— 2240(代巧) 
TEL (023)642-3255( 代表) 
TEL (0234)31-0571 (代表) 


北海道地区 


沖縄地区 


巧巧爸業所宜野港巧ぎ地’;白738 

シ - サイド . バーク 102 


〒901-2227 TEL (098)897-5677 (代表） FAX (098)897-5679 


01107002 


本社•工場兰を市東新保 7-7 〒955-8510 

巧崎工場巧崎巿まの2-58 干 945-081 7 

長岡ェお長岡巿下をの含ノ浦1069干 940-1 146 


TEL (0256)32-2111 (大げ表） 
TEL (0257 に 3-51 75(げ表） 
了£しの258)22—2121(げ表） 


株ぶ舍な 


お客様ご相談窓ロー覽表 j 


修理サービスや製品についでのごす目談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 

ご範居やご贈答品などでお画りの場含は、下記のおおくの窓□にご相談く 
ださい。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場含びありますのでご3承くださし、。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどうぞ 


コ□ナサービスセンター 
佩 0120 - 919-302 

^ (修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-91 9-322 


携帯蛋話 ’PHS 等からは 
最奋のサービスセンター 
へ直接おかけください。 


北海道-青森県-秋田県-岩手県のお客様は最まのヴービス 
センターへ直接おかけ < ださい。 


表表表表表 


店-巧巧巧所所店巧巧巧所所巧 
夕 蒙 
ま以業業業業篡支^業窠榮業 
別 営$0 ^ 

困ピ営営営営答栗ま含営含 

- こ富 ば 

都^I巧川巧お府閲パ時都田戸く 

都 し 

有首東立千横甲北さ斉ぎ义かつ 


店-巧所所 
%窠 

亭営 

為.-野- 

サ爲を3 

新I二巧長松 


しししししししししししししし 
EEEEEEEEEEEEEE 
TTTTTTTTTTTTTT 


店-巧所所 
夕 

ミ養業業 
一空答営 

岳：山寺山 
运 

広広岡米徳 


店-巧巧巧巧巧巧 

夕 

ミ、 ン棠榮業巣業業 

ミな営を 
^ 営営営営 
岡 I 州を 
サ九ミ本巧巧分 
岡 

福福化鹿熊長富大 



じじ^が 一 
c^c<l 南5ス 
〇^〇^江|0大 
淵淵区豆巧 
曲巧東大泻 
市巿巿巿巿 
をを爲教本 
SIII 新長松 


のの21 
巧新の栗 
西西中坦 
巧が田巧 
巿巿市巿 
巧巧山 It 
を金畜福 


表表表表表表表 

A V 山 -3 山〇 お V 山， J 山， 3 山 ，3 

0100813 

4273190 

4103511 

0262742 

------ 


3 3 \ly 

^^^86547 

1136555 

0000000 
ししししししし 

EEEEEEE 

TTTTTTT 


巧-所所所所巧 

夕 

ま ^ 業業業業業 

^営営空営営 

お川広を見 

幌 

札札函化斋訓北 


の 

療 

お 5 髮 $ 

も ob も旧一^南の 
竹害の東 
田旧の区巧寺巧 
をを里見区ま荒 
南南今伏西正市 
巿市巿巿巿巿山 
田巧の都戸根が 
吹吹奋京巧彥活 


店-所所巧所所 

夕 g 

るが _営 


ビ" 


含営営営 


山 


の^の都戸根が 
大大奋京巧彦福 


21 

33 

た 

出出8 

戲撒 

野野卜田.^ 

城が田！！；町 

客客 g 巧巧 

市巿巿巿巿 

台合山お田 

仙仙掛山酒 

巧-所所所 

rj 含含営 

台 I 

ホ山お巧 

台 

仙仙郡山な 


207WA0335 - 012 3な> 
















